
◎ 実 施 目 的

・保育所訪問の活動を通して、少子高齢化を地域から考える一助とする。

・園児との交流を通して、異世代間コミュニケーションを図る。

◎ 講 座 の 様 子 ＜対象：１学年生徒＞

◎ アンケート結果（抜粋）

◎ 生徒の感想

・活発で何が起きるか分からないのでしっかりと行動を見て手助けすることが大事だと感じた。

・自分が 11 年前も同じように周りの人や大人達に支えられて成長したことを 11 年越しに実感した。自

分が 5 歳児の時に、どんな感じだったか思い出せるような活動であった。

・先生もとても面白くて明るくて接しやすかったので倍に楽しかったし、いい経験になりました。子供と

の接し方を少しでも理解できたと思うのでこれから先に活かしたいです。

・4 歳児を担当してクリスマスの制作をしてみんなハサミやノリを上手に使えてすごいと思いました。

実施日：令和７年 12 月 3 日（水）4 日（木）
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